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建物解体編
22

圧砕パワーと
効率性がアップした
最新鋭の超大型建物解体専用

機

SK1300DLCを
導入！
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建築物解体の増加を予想し
より迅速、安全な解体を目指す

超大型建物解体専用機を導入

効率的な解体を実現。オペレータに
とっての操作性と作業効率性も向上

48

こ
と
で
、
90
年
か
ら
は
解
体
工
事
を
事

業
の
中
心
に
据
え
、
成
長
し
て
き
た
。

　

解
体
工
事
の
対
象
は
、
住
宅
か
ら
橋

梁
や
工
場
な
ど
の
大
規
模
な
も
の
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
の
工
事
を
通

じ
て
、
解
体
技
術
や
関
連
す
る
法
規
制

の
知
識
、
環
境
対
策
な
ど
を
蓄
積
。
91

年
に
は
グ
ル
ー
プ
企
業
で
廃
棄
物
処
理

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
事
業
と
す
る
東
北
ク

リ
ー
ン
開
発
を
、
２
０
０
１
年
に
は
解

体
工
事
・
収
集
運
搬
業
を
行
う
デ
ィ
ス

ポ
テ
ッ
ク
を
設
立
し
、事
業
を
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
解
体
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
経
験

を
活
か
し
、
社
会
問
題
に
対
応
し
た
事

業
も
手
が
け
る
。
１
９
７
０
年
代
以
前

の
古
い
建
物
に
は
、
人
体
へ
の
有
害
性

が
判
明
し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
同
社
は
こ
の
課
題

に
取
り
組
み
、
数
多
く
の
建
築
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
も
行
っ
て
い
る
。

　　
井
上
工
業
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

　

井
上
工
業
の
出
発
点
は
１
９
４
７
年
、

現
会
長
の
井
上
尚
さ
ん
の
父
、
井
上
直

一
さ
ん
が
始
め
た
運
送
業
だ
。
や
が
て

砂
利
採
取
業
に
進
出
し
た
後
、
解
体
工

事
部
門
を
新
設
。
需
要
が
大
き
か
っ
た

解
体
機
を
購
入
し
、
利
用
し
て
き
た
。
そ

の
製
品
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
を
専
務
取
締

役
の
井
上
洋
輔
さ
ん
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
操
作
性
の
良
さ
は
当
然
で
す
が
、
故

障
や
不
具
合
が
な
い
こ
と
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
ま
た
作
業
効
率
を
考
え
る
と
、

建
物
規
模
に
対
し
て
余
裕
を
持
っ
て
作

業
で
き
る
こ
と
や
、
分
解
・
組
立
の
容

易
さ
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
着
脱
の
速

さ
な
ど
も
重
要
で
す
」

　

こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
、
同
社
が
新

た
に
購
入
し
た
の
が
超
大
型
建
物
解
体

専
用
機
Ｓ
Ｋ
１
３
０
０
Ｄ
Ｌ
Ｃ
で
あ
る
。

こ
の
機
械
に
は
、
４
つ
折
れ
超
ロ
ン
グ
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
2
仕
様
、、
3
つ
折
れ

超
ロ
ン
グ
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
3
仕
様
、

イ
ン
サ
ー
ト
付
き
セ
パ
レ
ー
ト
ブ
ー
ム
、

セ
パ
レ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
計
7
仕
様
が
あ

る
。
そ
の
な
か
で
井
上
工
業
で
は
今
回

の
現
場
に
対
し
て
、
よ
り
大
き
な
圧
砕

機
が
着
装
可
能
な
イ
ン
サ
ー
ト
付
き
セ

パ
レ
ー
ト
ブ
ー
ム
仕
様
機
を
選
択
し
た
。

　
「
山
形
県
内
に
は
、
現
在
の
耐
震
基
準

を
満
た
さ
な
い
古
い
建
物
が
か
な
り
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
山
形

市
内
で
は
建
物
解
体
の
需
要
が
活
発
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

応
え
、
効
率
的
か
つ
安
全
に
作
業
す
る

に
は
、
さ
ら
に
大
型
の
解
体
機
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
加
え
て
、
山
形
県
に

お
け
る
解
体
工
事
を
手
が
け
る
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
企
業
と
し
て
、
他
社
に
な
い

重
量
ク
ラ
ス
の
機
械
で
、
ほ
か
で
は
で

き
な
い
解
体
工
事
に
対
応
し
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｋ
１
３
０
０

Ｄ
Ｌ
Ｃ
は
、
そ
の
な
か
で
当
社
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
機
械
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」（
井
上
さ
ん
）

　

そ
う
語
る
井
上
さ
ん
は
、
Ｓ
Ｋ
１
３ 

０
０
Ｄ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
こ
う
評
価
す
る
。

　
「
ま
ず
、
魅
力
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
建
物
の
高
層
か
ら
低
層
ま
で
解
体

で
き
る
高
い
作
業
性
能
。
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
も
豊
富
で
、
当
社
が
解
体
で
き
る

建
物
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。
次
に

組
立
が
速
く
、
そ
の
う
え
輸
送
性
も
優

れ
て
お
り
、
条
件
が
整
っ
た
現
場
な
ら

す
ぐ
に
導
入
可
能
。
作
業
面
で
の
メ
リ

ッ
ト
と
営
業
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
の
双
方

を
兼
ね
備
え
た
機
械
だ
と
思
い
ま
す
」

　

今
回
、
Ｓ
Ｋ
１
３
０
０
Ｄ
Ｌ
Ｃ
を
導

入
し
た
の
は
、
山
形
市
内
に
あ
る
百
貨

店
の
建
物
解
体
現
場
。
こ
の
建
物
は
６

階
建
て
で
塔
屋
が
２
階
分
あ
り
、
合
わ

せ
て
８
階
に
相
当
す
る
高
さ
が
あ
る
。

解
体
工
事
の
進
行
中
に
導
入
さ
れ
て
ま

だ
１
週
間
ほ
ど
だ
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の

後
藤
義
治
さ
ん
は
同
機
を
絶
賛
す
る
。

　
「
超
大
型
機
で
あ
り
な
が
ら
従
来
の
機

械
に
比
べ
、
段
違
い
に
バ
ラ
ン
ス
が
良

い
と
感
じ
ま
す
。
一
般
的
に
解
体
機
は

揺
れ
や
す
い
も
の
で
す
が
、
通
常
の
重

機
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
安
定
感
が
あ

る
の
で
、
高
所
で
の
解
体
も
安
心
で
す
」

（
後
藤
さ
ん
）

　

力
強
い
パ
ワ
ー
と
広
い
作
業
範
囲
を

兼
ね
備
え
、
高
層
階
か
ら
１
階
ま
で
一

気
に
作
業
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
点

だ
。
Ｓ
Ｋ
１
３
０
０
Ｄ
Ｌ
Ｃ
の
導
入
前

は
、
ま
ず
50
t
ク
ラ
ス
の
解
体
機
で
上

か
ら
５
階
程
度
を
壊
し
、
そ
の
後
、
よ

り
小
さ
な
解
体
機
で
低
層
階
を
壊
し
て

い
た
た
め
、
機
械
が
２
台
必
要
だ
っ
た
。

し
か
し
導
入
後
は
、
１
台
で
作
業
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
効
率
性
が
ア
ッ
プ
。

こ
の
機
械
だ
け
で
解
体
で
き
る
建
物
は

非
常
に
多
い
と
い
う
。

　

百
貨
店
跡
地
は
井
上
工
業
の
持
株
会

社
が
購
入
し
、
商
業
施
設
な
ど
を
建
設

す
る
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
に
解
体
後

の
開
発
ま
で
を
含
め
た
事
業
も
増
や
し

て
い
く
予
定
だ
。
Ｓ
Ｋ
１
３
０
０
Ｄ
Ｌ

Ｃ
は
、
そ
ん
な
同
社
の
果
敢
な
姿
勢
を

切
り
拓
く
象
徴
と
な
る
だ
ろ
う
。

最
新
鋭
の
超
大
型
建
物
解
体
専
用
機

Ｓ
Ｋ
１
３
０
０
Ｄ
Ｌ
Ｃ
で

解
体
工
事
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
す

山
形
県
で
解
体
工
事
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
成
長
、
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
で
も
存
在
感
を
示
す

井
上
工
業
は
2
0
2
1
年
秋
、
コ
ベ
ル
コ
建
機
の
最
新
超
大
型
建
物
解
体
専
用
機
Ｓ
Ｋ
１
３
０
０
Ｄ
Ｌ
Ｃ
を
導
入
。

こ
れ
に
よ
り
、
解
体
工
事
を
こ
れ
ま
で
に
な
く
迅
速
か
つ
安
全
に
進
め
、
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。
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大
規
模
建
築
に
も
対
応
、

分
解
・
組
立
の
速
さ
も
魅
力

広
い
作
業
範
囲
で

高
層
か
ら
地
上
階
ま
で
解
体
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いただけます

1 山形市の百貨店の解体現場で活躍するSK1300DLC。機械と解体する建物との距離をと
ることができ、安全性も向上している　 2 今回の解体物件は、元百貨店だったという。県内で
も老朽化した物件が増えてきており、それらの解体需要の増大が予測される　 3 解体機のオ
ペレータ歴10年の後藤義治さん。「この機械はオペレータがこうだったら良いのに、と感じてき
た細かい理想を実現してくれました」　 4 専用ニブラーで鉄筋コンクリートをつかみ、破砕する。
アタッチメントが大型になり解体がしやすくなった　 5 メインブームのシリンダーが太くなったた
め、より大きな圧砕機が装着可能となった　 6 高所を長く目視して作業することが多いオペレ
ータの負担を軽減するチルト機能。キャブを傾けることで、背中と首への負担を軽減して作業が
できるようになった。また後藤さんは、キャブの天窓のワイパーの間欠モードも評価。「小雨の時
などは、ワイパーは連続作動せず、間欠的に動くだけで十分。そのほうが落ち着いて作業できま
す」　 7 キャブの快適性がオペレータの疲れを半減させる。エアサスペンションは座り心地が良
く、ヒーターもすぐに温まる　 8 ひじ掛けも小さな工夫だが効果的。「これがあるだけで操作する
腕が安定して楽になります」（後藤さん）。また、キャブ内では解体機外部の4点のカメラ画像を
見ることができる。大型機になるほど周辺の死角が多くなるため、安全面で役立っているという

建物解体
BUILDING
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